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資料編 

１ 計画の策定経過 
 

開催日等 会議等 内容 

令和 3（2021）年 

11 月 1 日 

令和３年度 

第１回那珂川市環境審議会 

・会長及び副会長の選出 

・令和 2 年度那珂川市環境基本計画年次報告書

（案）について 

・第 3 次那珂川市環境基本計画策定に係る市民ア

ンケートについて 

11 月～ 

令和 4（2022）年 

1 月 

アンケート調査 
・市民アンケート調査 

（1,200 人、回収率 36.0％） 

3 月 25 日 
令和３年度  

第 2 回那珂川市環境審議会 

・「ゼロカーボンシティ那珂川」宣言について 

・市民アンケートの結果について 

8 月 27 日 市民ワークショップ ・市民の環境に関する意識や意見の把握 

11 月 28 日 
令和４年度 

第 1 回那珂川市環境審議会 

・令和 3 年度那珂川市環境基本計画年次報告書

（案）について 

・第 3 次那珂川市環境基本計画策定に係る市民ワ

ークショップの報告について 

令和 5（2023）年 

3 月 20 日 

令和４年度 

第 3 回那珂川市環境審議会 
・第 3 次那珂川市環境基本計画について 

6 月 庁内会議 ・第 3 次那珂川市環境基本計画（素案）について 

8 月 庁内会議 ・第 3 次那珂川市環境基本計画（素案）について 

10 月 23 日 
令和５年度 

第 1 回那珂川市環境審議会 
・第 3 次那珂川市環境基本計画（素案）について 

12 月 14 日 
令和５年度 

第 2 回那珂川市環境審議会 
・第 3 次那珂川市環境基本計画（案）について 

令和 6（2024）年 

 
パブリックコメント実施  

3 月 12 日 
令和５年度 

第 3 回那珂川市環境審議会 
・第 3 次那珂川市環境基本計画（案）について 

  



60 

２ 環境審議会委員名簿 

 

選出区分 所属等 氏名 

1号委員 
（学識経験者） 

国立大学法人九州大学 
大学院芸術工学研究院 朝

あさ

廣
ひろ

 和夫
か ず お

 

2号委員 
（関係行政機関の職員） 

福岡県筑紫保健福祉環境事務所 

帆足
ほ あ し

 慶一郎
けいいちろう

 

（～令和 4年 3月 31日） 

調
しらべ

 光
みつ

浩
ひろ

 

（令和 4年 4月 1日～） 

3号委員 
（住民） 

公募 

熊谷
くまがい

 吉
よし

幸
ゆき

 

中島
なかじま

 史樹
ふ み き

 

岩城
い わ き

 瞳
ひとみ

 

（～令和 5年 3月 31日） 

草場
く さ ば

 学
まなぶ

 

（～令和 5年 3月 31日） 

山本
やまもと

 みえ子
こ

 

（令和 5年 4月 1日～） 

八代
やつしろ

 由美
ゆ み

 

（令和 5年 4月 1日～） 

4号委員 
（事業所を代表する者） 

那珂川市商工会 原口
はらぐち

 千
ち

世
よ

美
み

 

5号委員 
（関係団体を代表する者） 

なかがわの環境を考える会 比嘉
ひ が

 正
ただし

 

川を住民の手で美しくする会 

井上
いのうえ

 敬
けい

介
すけ

 

（～令和 5年 3月 31日） 

本田
ほ ん だ

 茂
しげる

 

（令和 5年 4月 1日～） 

那珂川市区長会 川
かわ

﨑
さき

 靖彦
やすひこ

 

那珂川市婦人会 池田
い け だ

 穂波
ほ な み
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３ アンケート調査結果 

■調査目的 

「第 3 次那珂川市環境基本計画」の改定にあたり、環境施策を総合的かつ計画的な推進を図る

ために、市民の環境に関する意向や要望等を把握することを目的としました 

 

■調査概要 

 

調査概要 

 概要 

調査対象 市内に在住する満 18歳以上の男女（1,200人） 

抽出方法 無作為抽出 

実施方法 郵送配布・郵送回収による郵送調査法 

調査期間 令和 3（2021）年 11月 ～ 令和 4（2022）年 1月 

回 収 率 36.0％（432/1,200） 

 

■調査票の設計 

・平成 24（2012）年度に実施されたアンケート調査結果と比較し、市民における環境に関する

意識・意向、取組実態等の変化を把握しました。 

・那珂川市に関連する気候変動などの新たな動向について設問に盛り込みました。 

・那珂川市における気候変動影響評価を行うため、現在及び将来における気候変動についての

内容を盛り込みました。 

・前計画の成果指標となっている設問は、成果指標の達成状況の評価に利用しました。 

・満足度と重要度の相関図を作成する等、那珂川市の課題分析、施策の検討に利用しました。 
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■調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

あなた自身について教えてください。 

 
【年齢】 【世帯人員】 

【職業】 【居住年数】 

【小学校区】 

18～29歳
6.3%

30歳代
8.1%

40歳代
19.0%

50歳代
18.8%

60歳代
19.7%

70歳代以上
26.9%

無回答
1.4%

1人
8.3%

2人
35.0%

3人
22.9%

4人
20.8%

5人
7.9%

6人以上
3.7%

無回答
1.4%

農業
0.5%

商工業
0.2%

その他自営業
7.2%

会社員
30.3%

公務員
3.7%

パート、アルバイト
17.6%

家事専業
14.4%

学生
2.3%

無職
20.1%

その他
0.9%

無回答
2.8%

5年未満
10.4%

5～9年
10.4%

10～19年
18.8%

20～29年
16.7%

30年以上
41.4%

無回答
2.3%

南畑小学校
4.2%

岩戸小学校
11.6%

安徳南小学校
14.8%

安徳小学校
16.2%安徳北小学校

14.4%

岩戸北小学校
24.3%

片縄小学校
11.3%

無回答
3.2%
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とても心配

49.3%ある程度心配

43.3%

心配していない

1.4%

わからない

1.6%
無回答

4.4%

289

281

264

232

211

142

132

108

104

98

96

48

7

真夏日（30℃以上）・猛暑日（35℃以上）の増加

強い雨（降水量100mm以上）の日の増加

台風の大型化

河川の氾濫

土砂災害の激甚化

魚介類の漁獲量の減少

感染症を媒介する生物（蚊など）の生息域の拡大

米や果実の品質低下

上記の様々な事象により産業・経済活動への影響

野生生物の生息域の変化

熱中症搬送者の増加

積雪の減少、内陸部での大雪の増加

その他

0 50 100 150 200 250 300 350

問１ 気候変動により、わたしたちの生活に様々な影響が出ることが予測されています。あなたは気候変動に

よる影響をどれくらい心配していますか。また、「とても心配」、「ある程度心配」とお答えの方は、

その内容についてお答えください。 
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必要である

81.7%

必要でない

3.0%

わからない

13.9%

無回答

1.4%

必要である

78.2%

必要でない

3.2%

わからない

16.7%

無回答

1.9%

問２ 那珂川市では、近年の気候変動が危機的な状態であると考え、「気候非常事態宣言」を表明すること

で、この危機感を市民や事業者のみなさまと共有し、地球温暖化対策に取り組むよう考えています。あ

なたは、那珂川市が気候非常事態宣言を行うことが必要と考えますか。 

問３ 温室効果ガスの排出量を実質ゼロ（カーボンニュートラル）とする脱炭素社会の実現に向けて、本市も

温室効果ガス排出量削減に積極的に取り組むよう考えています。あなたは、那珂川市がゼロカーボンシ

ティ宣言を行うことが必要と考えますか。 
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積極的に取り組みたい

32.4%

ある程度取り組みたい

56.7%

あまり取り組みたくない

6.9%

まったく取り組みたくない

0.7%
無回答

3.2%

18

15

12

7

6

4

3

0

どのように取り組めばよいかわからないから

どれだけの効果があるのかわからないから

経済的なコストがかかるから

常に意識して行動するのが難しいから

手間がかかるから

その他

取組をおこなう必要性を感じないから

特になし

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

問４ あなたは、脱炭素社会の実現に向けて、温室効果ガス排出量を減らす取組について、どのようにお考え

ですか。また、取組みたくない理由は何ですか。 
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72.0%

60.0%

46.3%

53.9%

43.8%

36.6%

23.8%

10.6%

11.3%

21.3%

3.7%

8.1%

12.0%

21.8%

33.8%

41.2%

32.2%

30.8%

25.7%

32.6%

38.9%

28.9%

10.0%

13.4%

4.6%

0.2%

4.4%

4.9%

10.4%

10.4%

12.0%

31.5%

41.2%

41.4%

54.6%

56.7%

76.6%

76.9%

82.4%

1.9%

1.4%

2.1%

3.5%

13.4%

6.3%

2.3%

9.0%

5.1%

12.0%

6.3%

10.4%

5.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生ごみは、水切りを心掛けている

軽装や重ね着などにより、冷暖房の設定温度を適切に管

理している

こまめな消灯、家電のコンセントを抜くなどによる節電を

行っている

冷蔵庫、エアコン、照明器具などの家電を購入する際に、

省エネルギー効果の高い製品を購入している

駐停車時にはエンジンを停止したり、ゆっくり加速・減速な

どのエコドライブを実践している

宅配便は1回で受取または宅配ボックスを利用し、再配達

をしないようにしている

外出時は徒歩・自転車やバス等の公共交通機関を使用し

ている

環境保全に取り組む企業の商品を購入したり、サービスを

利用している

不要なものはバザーやフリーマーケット等に出している

部屋の温度を快適に保つ高断熱などの省エネ住宅への居

住またはリフォームの施工をしている

環境保全に取り組む団体・個人として活動したり、応援・支

援を行っている

自宅の電気を再生可能エネルギーや環境にやさしい電気

事業者との契約に切り替えている

太陽光発電パネルの設置をしている

いつも実行している たまに実行している 実行していない 無回答

問５ 以下の環境保全につながる行動を、日常的にどの程度実行していますか。また、今後の取組意向につい

ても教えてください。 

【現在】 
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82.9%

81.7%

80.6%

79.6%

68.3%

61.3%

47.7%

46.1%

46.1%

38.7%

26.9%

22.5%

16.7%

1.2%

0.9%

1.2%

2.3%

2.8%

2.5%

3.7%

10.6%

17.6%

9.7%

11.1%

16.2%

33.1%

4.2%

6.0%

6.9%

6.9%

8.6%

22.0%

34.0%

31.0%

23.4%

36.6%

50.5%

48.6%

37.3%

11.8%

11.3%

11.3%

11.1%

20.4%

14.1%

14.6%

12.3%

13.0%

15.0%

11.6%

12.7%

13.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生ごみは、水切りを心掛けている

軽装や重ね着などにより、冷暖房の設定温度を適切に管

理している

冷蔵庫、エアコン、照明器具などの家電を購入する際に、

省エネルギー効果の高い製品を購入している

こまめな消灯、家電のコンセントを抜くなどによる節電を

行っている

駐停車時にはエンジンを停止したり、ゆっくり加速・減速な

どのエコドライブを実践している

宅配便は1回で受取または宅配ボックスを利用し、再配達

をしないようにしている

環境保全に取り組む企業の商品を購入したり、サービスを

利用している

不要なものはバザーやフリーマーケット等に出している

外出時は徒歩・自転車やバス等の公共交通機関を使用し

ている

部屋の温度を快適に保つ高断熱などの省エネ住宅への居

住またはリフォームの施工をしている

環境保全に取り組む団体・個人として活動したり、応援・支

援を行っている

自宅の電気を再生可能エネルギーや環境にやさしい電気

事業者との契約に切り替えている

太陽光発電パネルの設置をしている

実行したい 実行するつもりはない わからない 無回答

【今後】 
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75.2%, 325

26.2%, 113

25.7%, 111

24.8%, 107

11.6%, 50

7.4%, 32

5.1%, 22

4.6%, 20

2.3%, 10

1.9%, 8

1.9%, 8

1.6%, 7

1.2%, 5

0.7%, 3

0.7%, 3

0.5%, 2

0 100 200 300 400

LED照明

高効率給湯器

住宅の高断熱化・高気密化

ハイブリッド自動車

太陽光発電システム

電動アシスト自転車

コンポスト

太陽熱利用温水器

HEMS

木質バイオマスストーブ

家庭用蓄電池

ZEH

電動生ごみ処理機

燃料電池自動車

電気自動車

家庭用燃料電池

21.3%, 92

21.3%, 92

18.3%, 79

17.1%, 74

16.4%, 71

14.4%, 62

12.0%, 52

11.1%, 48

9.7%, 42

8.6%, 37

5.6%, 24

4.4%, 19

4.2%, 18

3.9%, 17

3.0%, 13

2.5%, 11

0 50 100 150

電動生ごみ処理機

電気自動車

ハイブリッド自動車

電動アシスト自転車

LED照明

家庭用蓄電池

コンポスト

太陽光発電システム

住宅の高断熱化・高気密化

高効率給湯器

太陽熱利用温水器

家庭用燃料電池

燃料電池自動車

木質バイオマスストーブ

HEMS

ZEH

問６ ご家庭で導入されている設備と今後導入したい設備について教えてください。 

【導入済設備】 

【今後導入したい設備】 
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緑（樹木、草花）とのふれあいの不満の原因(n=94) 

 

 

 

自然景観の美しさの不満の原因(n=124) 

 

  その他の内容：道路の雑草が放置されている、住宅や工場の庭木等が手入れされていない等 

 

  

20.8%

20.4%

21.1%

15.7%

21.5%

10.0%

11.6%

13.7%

8.6%

6.7%

7.6%

6.3%

40.5%

40.0%

35.9%

41.0%

32.2%

40.0%

33.8%

30.3%

29.2%

27.8%

26.2%

25.5%

17.8%

18.1%

18.1%

20.1%

18.3%

33.1%

32.6%

34.5%

33.6%

30.6%

42.6%

30.3%

16.0%

15.5%

20.1%

17.8%

20.8%

13.4%

17.1%

16.4%

21.5%

27.1%

18.1%

28.0%

2.8%

3.5%

3.5%

3.2%

5.3%

1.4%

2.1%

1.9%

3.7%

4.9%

1.6%

7.2%

2.1%

2.5%

1.4%

2.1%

1.9%

2.1%

2.8%

3.2%

3.5%

3.0%

3.9%

2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

緑（樹木、草花）とのふれあい

自然景観の美しさ

空気のきれいさ

川や池の水のきれいさ

周辺の静けさ

まちなみ景観の美しさ

水や水辺とのふれあい

野鳥や昆虫等とのふれあい

公園等の野外レクリエーション地の充実

ポイ捨てなどの散乱ごみの状況

歴史や伝統に関するまちの雰囲気

住民の環境に関するモラル（道徳）

かなり満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 かなり不満 無回答

34, 27.4%

27, 21.8%

26, 21.0%

24, 19.4%

13, 10.5%

51, 37.0%

47, 34.1%

24, 17.4%

10, 7.2%

6, 4.3%

51, 54.3%

28, 29.8%

15, 16.0%

0, 0.0%

35, 33.3%

34, 32.4%

28, 26.7%

8, 7.6%

32, 25.2%

24, 18.9%

22, 17.3%

19, 15.0%

19, 15.0%

11, 8.7%

77, 47.8%

31, 19.3%

30, 18.6%

11, 6.8%

7, 4.3%

5, 3.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

開発により自然景観が悪くなった

竹林がはびこっている

荒れ地や耕作放棄地などが多い

自然景観を保全するための条例等が整備されていない

その他

川、池等の水辺の雑草

川、池等に浮かんでいるごみ

川、池等の水のにごり

川、池等の水のにおい

その他

沿道や公園等の緑や花の手入れが悪い

沿道や公園等に緑や花が少ない

近隣の住宅の緑や花が少なくなった

その他

野鳥や昆虫等がすむ自然な場所が少なくなった

野鳥や昆虫等が少なくなった

野鳥や昆虫等とふれあえる場所や施設が少ない

その他

水辺が人工的すぎて、自然の草木が少ない

柵や護岸等で水辺へ近づけない

水が汚れたり、水辺が汚くなっている

開発で水辺が少なくなった

水辺に危険なところが多い

その他

黄砂やPM2.5等の大気汚染

野焼きや煙のにおい

自動車の排気ガス

飲食店等からのにおい

工場等からの煙、砂ぼこり、におい
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空気のきれいさの不満の原因(n=161) 

 

 

  その他の内容：野焼き、ゴミを燃やしているところがある等 

 

川や池の水のきれいさの不満の原因(n=138) 
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周辺の静けさの不満の原因(n=131) 

 

  その他の内容：深夜のバイクの音、カラオケ等 

 

まちなみ景観の美しさの不満の原因(n=101) 

 

 

  その他の内容：太宰府と比べると街並みの印象が異なる、空地にごみの山がある等 

 

水や水辺とのふれあいの不満の原因(n=127) 

 

 

  その他の内容：水辺で憩う場所が少ない、土手の雑草が繁茂している、駐車スペースが少ない等 
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野鳥や昆虫等とのふれあいの不満の原因(n=105) 
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自然とのふれあいの機会・場の創出

都市緑化と景観形成

水環境・土壌環境の保全

文化財と歴史的まちなみの保全と活用

自然環境の保全と創造・再生

大気環境の保全

環境保全活動の促進

健全な資源循環の推進と廃棄物適正処理

環境教育・学習の推進・充実

再生可能エネルギーの導入

省エネルギーの推進

かなり満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 かなり不満 無回答
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都市緑化と景観形成
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自然環境の保全と創造・再生
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環境保全活動の促進

省エネルギーの推進

再生可能エネルギーの導入

文化財と歴史的まちなみの保全と活用

かなり重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない 無回答

問８ これまでに市が実施してきた環境を良くするための取組について、どのくらい満足していますか。ま

た、それはどのくらい重要とお考えですか。 

満足度 

重要度 
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●満足度・重要度の平均評価点の算出方法 

 

 

平均評価得点＝                                              ÷ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

環境教育・学習の推進・充実, 

1.3, 6.1 

環境保全活動の促進, 

1.3, 5.4 
自然環境の保全と創造・再生, 

1.0, 5.8 

自然とのふれあいの機会・場の創出, 

1.8, 5.3 

水環境・土壌環境の保全, 

1.5, 6.7 

大気環境の保全, 1.0, 6.3 

都市緑化と景観形成, 

1.6, 5.4 

文化財と歴史的まちなみの保全と活用, 

1.5, 4.1 

省エネルギーの推進, 

0.4, 5.5 

再生可能エネルギーの導入, 

0.6, 5.7 

健全な自然循環の推進と廃棄物適正処理, 

1.2, 6.3 

-5.0

-2.5

0.0

2.5

5.0

7.5

10.0

-7.5 -5.0 -2.5 0.0 2.5 5.0 7.5

満足度

重
要
度

重
要
度

「かなり満足・重要」、「や

や満足・重要」、「どちらと

もいえない」、「やや不満・

あまり重要でない」、「かな

り不満・重要でない」の回答

者数 

「かなり満足・重要」の回答者数×10 点 

「やや満足・重要」の回答者数×5 点 

「どちらともいえない」の回答者数×0 点 

「やや不満・あまり重要でない」の回答者数×(-5 点) 

「かなり不満・重要でない」の回答者数×(-10 点) 

  

満足度が低く、重要度が高い施策 
＝取り組み強化が求められる施策 

満足度が高く、重要度も高い施策 
＝現状と同等の取り組みが求められる施策 
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地域環境の問題解決や環境づくりのために、

会合や行事などに積極的に参加したい

2.1%

時間などが許す限り、環境づくり

の住民活動に参加したい

27.3%

事業者や行政と連

携した取り組みであ

れば参加したい

20.8%

自分の利害に

直接関わる問題

ならば参加する

17.8%

自分は参加したくないので、

地域の代表にまかせる

19.2%

その他

6.5%

無回答

6.3%

達成できている

10.6%

達成できていない

14.4%

わからない

71.1%

無回答

3.9%

満足

12.0%

やや満足

44.9%

どちらでもない

28.9%

やや不満

7.9%

不満

2.8%
無回答

3.5%

問９ より良い環境づくりを進めていくための住民活動にどの程度参加したいですか。 

問 10 現在の第２次環境基本計画における環境像「水と緑を育み、子どもたちに伝えるまち なかがわ」は

達成できていると思いますか。 

問 11 那珂川市の環境に対して、満足していますか。 
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４ 環境基本条例等 

（１）那珂川市環境基本条例

（平成 15年 12月 26日条例第 38号） 

改正 

平成 16年 9月 22日条例第 35号 

平成 30年 6月 27日条例第 19号 

目次 

第 1章 総則(第 1条－第 6条) 

第 2章 環境の保全及び創造に関する施策の基本方針(第 7条－第 9条) 

第 3章 環境の保全及び創造に関する基本的施策(第 10条－第 17条) 

第 4章 環境審議会(第 18条－第 20条) 

第 5章 雑則(第 21条) 

附則 

 

 前 文 

 那珂川市は自然環境に恵まれており、那珂川の清流及びみどり豊かな九千部・脊振山系からなる南部

一帯、市中央部に広がる田園地帯など、その豊かな自然は市の誇りとなっている。 

 一方、大都市に近いことから、廃棄物の不法投棄や公害、山林の無秩序な開発や農地の減少等、環境

破壊の懸念は大きく、積極的な環境保全活動の取り組みを欠くことはできない。また、大量生産、大量

消費、大量廃棄の社会経済活動は、身近な環境に影響を及ぼすだけでなく、地球温暖化等地球規模での

環境負荷となっており、人類の存在基盤そのものを脅かすまでに至っている。 

 わたしたちは、良好な環境のもとで健康かつ文化的な生活を営む権利を有するとともに、かけがえの

ない恵み豊かな環境を保全及び創造しながら、将来の世代に引き継いでいく責務がある。 

 ここに、市、市民及び事業者がそれぞれの責務を自覚し、互いに協力し、現在及び将来の市民が持続

的に良好で豊かな環境を享受できる那珂川市をつくり上げていくため、この条例を制定する。 

第 1章 総則 

(目的) 

第 1 条 この条例は、環境の保全と創造についての基本理念を定め、並びに市、市民及び事業者の責務

を明らかにするとともに、環境保全に関する施策の基本となる事項を定めることにより、環境の保全及

び創造に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって現在及び将来の市民の健康で文化的な生活の

確保に寄与することを目的とする。 

(定義) 

第 2条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

(1) 環境への負荷 人の活動により環境に加えられる影響であって、環境の保全上の支障の原因となる

おそれのあるものをいう。 

(2) 地球環境保全 人の活動による地球全体の温暖化又はオゾン層の破壊の進行、海洋の汚染、野生生

物の種の減少その他の地球の全体又はその広範な部分の環境に影響を及ぼす事態に係る環境の保全であ

って、人類の福祉に貢献するとともに市民の健康で文化的な生活の確保に寄与するものをいう。 

(3) 公害 環境の保全上の支障のうち、事業活動その他の人の活動に伴って生じる相当範囲にわたる大

気の汚染、水質の汚濁、土壌の汚染、騒音、振動、地盤の沈下及び悪臭によって、人の健康又は生活環境

に係る被害が生ずることをいう。 

(基本理念) 
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第 3 条 環境の保全及び創造は、すべての市民が良好で豊かな環境の恵みを享受するとともに、これが

将来の世代に引き継がれていくよう適切に行われなければならない。 

2 環境の保全及び創造は、人と自然が共生できる恵み豊かな環境を確保すること及び、日常生活や事業

活動において環境への負荷を減らし、資源循環型社会の形成を目指すため、市、市民及び事業者がそれ

ぞれの責務を認識し、公平な役割分担の下、自主的かつ積極的に行われなければならない。 

3 地球環境保全は人類共通の重要課題であり、市、市民及び事業者が自らの問題と認識し、すべての事

業活動と日常生活において推進しなければならない。 

(市の責務) 

第 4 条 市は、環境の保全及び創造に関し、前条に定める基本理念(以下「基本理念」という。)にのっ

とり、市の自然的社会的条件に応じた総合的かつ計画的な施策を策定し、実施しなければならない。 

2 市は、基本理念にのっとり、市の施策の実施に伴う環境への負荷の低減を率先して実施しなければな

らない。 

(市民の責務) 

第 5 条 市民は、基本理念にのっとり、日常生活に伴う廃棄物の発生抑制、野外焼却の自粛等により、

環境への負荷の低減に努めなければならない。 

2 前項に定めるもののほか、市民は、基本理念にのっとり、自ら環境の保全及び創造に積極的に努める

とともに、市が実施する環境の保全及び創造に関する施策に積極的に協力しなければならない。 

(事業者の責務) 

第 6 条 事業者は、基本理念にのっとり、事業活動を行うにあたっては、これに伴って生じる公害を防

止し、又は自然環境を適正に保全するため、必要な措置を講じなければならない。 

2 事業者は、基本理念にのっとり、環境の保全上の支障を防止するため、事業活動に関係する製品、原

材料その他のものを使用、廃棄することによる環境への負荷を低減するよう努めるとともに、廃棄物の

適正処理及び再資源化を推進し、資源が有効に利用されるよう、必要な措置を講じなければならない。 

3 前 2項に定めるもののほか、事業者は、基本理念にのっとり、その事業活動を行うときは、自ら環境

への負荷の低減及び環境の保全と創造に努めるとともに、市が実施する環境の保全及び創造に関する施

策に積極的に協力しなければならない。 

第 2章 環境の保全及び創造に関する施策の基本方針 

(施策の基本方針) 

第 7 条 環境の保全及び創造に関する施策の策定及び実施は、基本理念にのっとり、次の各号に掲げる

事項を基本として、それぞれの施策相互の連携を図りつつ、総合的かつ計画的に行われなければならな

い。 

(1) 人の健康や生活環境に被害を及ぼす環境保全上の支障を未然に防止し、市民が安心できる良好な生

活環境の確保を図ること。 

(2) 廃棄物の発生抑制及びリサイクルの促進並びに日常生活、事業活動におけるエネルギー及び資源利

用の在り方を見直し、環境への負荷の少ない資源循環型社会の構築に向けた取り組みを行うこと。 

(3) 生物の生息及び生態系、種の保存及び生物の多様性を確保するとともに、森林、河川等における多

様な自然環境を自然的社会的条件に応じて保全、創造し、人と自然の共生を確保すること。 

(4) 水とみどりを生かした良好な都市景観を整備するとともに、歴史的文化的資源の活用保全、地域の

清掃美化、秩序ある開発事業が行われるために必要な措置を講じ、良好で快適な都市環境の形成を図る

こと。 

(5) 地球の温暖化防止、オゾン層の保護等の地球環境保全に関する施策の推進を積極的に行うこと。 

(環境基本計画) 

第 8 条 市長は、環境の保全及び創造に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、那珂川市環境
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基本計画(以下「環境基本計画」という。)を定めなければならない。 

2 環境基本計画には、次の各号に掲げる事項を定めるものとする。 

(1) 環境の保全及び創造に関する総合的かつ長期的な目標及び施策の大綱 

(2) 前号に掲げるもののほか、環境の保全及び創造に関する施策を総合的かつ計画的に推進するために

必要な事項 

3 市長は、環境基本計画を定めるにあたっては、市民等の意見を反映するための必要な措置を講じると

ともに、那珂川市環境審議会の意見を聴かなければならない。 

4 市長は、環境基本計画を定めたときは、速やかにこれを公表しなければならない。 

5 前 2項の規定は、環境基本計画の変更について準用する。 

(行動計画の策定等) 

第 9 条 市長は、環境基本計画に基づき、市、市民及び事業者がそれぞれの役割に応じて責務を果たせ

るよう、環境の保全及び創造に向けた具体的な行動を実行するための行動計画を定めるものとする。 

2 市、市民及び事業者は、前項に規定する行動計画に基づいて行動するものとする。 

第 3章 環境の保全及び創造に関する基本的施策 

(年次報告) 

第 10 条 市長は、市の環境の現状や環境の保全と創造に関して講じた施策に関して年次報告書を作成

し、これを公表しなければならない。 

(環境教育等の推進) 

第 11条 市は、市民及び事業者が、地域及び地球上における環境問題の解決に向けた自主的、具体的な

行動が促進されるよう、環境の保全と創造に関する教育、学習機会の提供及び広報活動の充実その他必

要な措置を講じなければならない。 

(住民活動の促進) 

第 12条 市は、市民、事業者及び住民団体が自発的に行う地域清掃活動、資源回収に係る活動及びその

他環境の保全と創造に関する活動が促進されるよう必要な措置を講じなければならない。 

(財政上の措置) 

第 13条 市は、環境の保全及び創造に関する施策を継続的に推進するために必要な財政上の措置を講ず

るよう努めなければならない。 

(情報の提供及び公開) 

第 14条 市は、市民及び事業者の環境に関する意識の向上を図るとともに、自主的な環境保全活動を推

進するため、環境の状況その他環境に関する情報を適切に提供又は公開するように努めるものとする。 

(規制の措置) 

第 15条 市は、環境保全上の支障を防止する必要があると認めるときは、市民及び事業者にかかわらず、

その行為者に対して必要な規制の措置を講じることができるものとする。 

(調査及び研究の実施) 

第 16条 市は、環境の保全及び創造に関する施策を適切に推進するため、環境の状況その他環境の保全

及び創造に関する事項の調査及び研究を実施するものとする。 

(国等との協力) 

第 17 条 市は、環境の保全及び創造に関する施策のうち広域的な取り組みを必要とするものについて

は、国及び県その他地方公共団体と協力して、その推進に努めるものとする。 

第 4章 環境審議会 

(設置) 

第 18 条 環境行政の総合的かつ計画的な推進について調査審議するため、那珂川市環境審議会（以下

「審議会」という。）を置く。 
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(組織) 

第 19条 審議会は、次の各号に掲げる者のうちから市長が委嘱し、11人以内の委員をもって組織する。 

(1) 学識経験者 1人 

(2) 関係行政機関の職員 1人 

(3) 市民 4人 

(4) 事業者を代表する者 1人 

(5) 関係団体を代表する者 4人 

2 委員の任期は、2年とする。ただし、任期中であってもその本来の職を離れたときは、委員の職を失

うものとする。 

3 補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

(報酬及び費用弁償) 

第 20条 委員には、別に条例の定めるところにより、報酬及び費用弁償を支給する。 

第 5章 雑則 

(委任) 

第 21条 この条例に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。 

 

附 則 

この条例は、平成 16年 1月 1日から施行する。 

 

附 則(平成 16年 9月 22日条例第 35号) 

この条例は、公布の日から施行する。 

 

附 則(平成 30年 6月 27日条例第 19号) 

この条例は、平成 30年 10月 1日から施行する。 
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（２）那珂川市環境審議会規則 

（平成 16 年 9 月 28 日規則第 28 号） 

改正 

平成 19年 2月 27日規則第 21号 

平成 24年 1月 30日規則第 29号 

平成 30年 6月 27日規則第 21号 

(目的) 

第 1条 この規則は、那珂川市環境基本条例(平成 15年条例第 38号)第 18条の規定に基づき、那珂川市

環境審議会(以下「審議会」という。)の運営に関し必要な事項を定めるものとする。 

(会長及び副会長) 

第 2条 審議会に会長及び副会長各 1人を置き、委員の互選によってこれを定める。 

2 会長は、会務を総理し、審議会を代表する。 

3 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき、又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。 

(会議) 

第 3条 審議会は、会長が招集し、会長が議長となる。 

2 審議会は、委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない。 

3 審議会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

(関係者の出席) 

第 4 条 審議会において必要があると認めるときは、関係者の出席を求め、その意見を聴くことができ

る。 

(庶務) 

第 5条 審議会の庶務は、環境課において処理する。 

(委任) 

第 6条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。 

 

附 則 

この規則は、公布の日から施行する。 

 

附 則(平成 19年 2月 27日規則第 21号) 

この規則は、平成 19年 4月 1日から施行する。 

 

附 則(平成 24年 1月 30日規則第 9号) 

この規則は、平成 24年 4月 1日から施行する。 

 

附 則(平成 30年 6月 27日規則第 21号)抄 

(施行期日) 

1 この規則は、平成 30年 10月 1日から施行する。 
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（３）那珂川市環境政策会議設置要綱 

（平成 20 年 6 月 30 日要綱第 31 号） 

改正 

平成 24年 1月 30日要綱第 4号 

平成 27年 3月 31日要綱第 13号の 2 

平成 29年 3月 6日要綱第 17号 

平成 30年 1月 10日要綱第 1号 

平成 30年 6月 27日要綱第 31号 

令和 3年 3月 30日要綱第 25号 

令和 4年 11月 1日要綱第 55号の 3 

(設置) 

第 1条 この要綱は、那珂川市環境基本計画（以下「基本計画」という。）に基づき、那珂川市環境政策

会議（以下「本会」という。）を設置し、その組織及び運営に関し、必要な事項を定めるものとする。 

(所掌事務) 

第 2条 本会の所掌事務は、次の各号に掲げるとおりとする。 

(1) 基本計画に基づく環境プランの推進に関すること。 

(2) 地球温暖化対策の推進に関すること。 

(3) 関係機関等との連絡調整に関すること。 

(組織) 

第 3条 本会は、次の各号に掲げる職にある者を委員とし組織する。 

(1) 総務課長 

(2) 人事秘書課長 

(3) 行政経営課長 

(4) 産業課長 

(5) 建設課長 

(6) 都市計画課長 

(7) 地域づくり課長 

(8) 下水道課長 

(9) 社会教育課長 

(10) 文化振興課長 

(11) 学校教育課長 

(12) 教育総務課長 

(13) 環境課長 

2 前項に掲げる委員の任期は 1年とする。ただし、任期中であってもその職を離れたときは、委員の職

を失うものとする。 

3 補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

(会長) 

第 4条 本会に会長を置き、会長には環境課長をもって充てる。 

2 会長は、会務を総理し、本会を代表する。 

(会議) 

第 5条 本会は、会長が招集し、会長が議長となる。 

2 本会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 

3 会長が必要と認めるときは、会議に委員以外の関係者の出席を求め、説明又は意見を聴くことができ
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る。 

(環境政策ワーキンググループ) 

第 6条 本会の作業部会として、環境政策ワーキンググループ（以下「ワーキンググループ」という。）

を置く。 

2 ワーキンググループは、第 3 条に掲げる所属長が推薦する係長級の職にある者を委員とし構成する。 

[第 3条] 

3 ワーキンググループにリーダーを置き、環境課の職員をもって充てる。 

4 ワーキンググループは、本会から指定された事項について協議する。 

5 ワーキンググループは、リーダーが招集し、会議の議長となる。 

6 リーダーが必要と認めるときは、会議に委員以外の関係者の出席を求め、説明又は意見を聴くことが

できる。 

(庶務) 

第 7条 本会及びワーキンググループの庶務は、環境課において処理する。 

(委任) 

第 8 条 この要綱に定めるもののほか、本会及びワーキンググループの運営に関し必要な事項は、会長

が別に定める。 

 

附 則 

この要綱は、公布の日から施行する。 

 

附 則(平成 24年 1月 30日要綱第 4号) 

この要綱は、平成 24年 4月 1日から施行する。 

 

附 則(平成 27年 3月 31日要綱第 13号の 2) 

この要綱は、平成 27年 4月 1日から施行する。 

 

附 則(平成 29年 3月 6日要綱第 17号) 

この要綱は、平成 29年 4月 1日から施行する。 

 

附 則(平成 30年 1月 10日要綱第 1号) 

この要綱は、公布の日から施行する。 

 

附 則(平成 30年 6月 27日要綱第 31号)抄 

(施行期日) 

1 この要綱は、平成 30年 10月 1日から施行する。 

 

附 則(令和 3年 3月 30日要綱第 25号) 

この要綱は、令和 3年 4月 1日から施行する。 

 

附 則(令和 4年 11月 1日要綱第 55号の 3) 

この要綱は、公布の日から施行する。 
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（４）那珂川市環境保全推進員設置規則 

（令和 2 年 3 月 27 日規則第 26 号） 

改正 

令和 4年 4月 1日規則第 11号の 2 

(目的) 

第 1 条 この規則は、本市の良好な生活環境を保全するとともに、環境に配慮した循環型のまちづくり

を推進するため、環境保全推進員(以下「推進員」という。)を設置することについて、必要な事項を定め

ることを目的とする。 

(活動内容) 

第 2条 推進員は、市と協働して次に掲げる活動を行うものとする。 

(1) 地域の環境美化活動の推進に関すること。 

(2) 地域の古紙等集団回収及びリサイクル活動の推進に関すること。 

(3) ごみの不法投棄防止の推進に関すること。 

(4) 飼い主に対するペットのマナーアップの啓発推進に関すること。 

(5) その他環境衛生に関する普及・啓発及び地域の有害な環境情報等に関すること。 

(6) カーボンニュートラルの啓発推進等に関すること。 

(7) 地域住民からの意見、要望等の集約及び市との連絡調整に関すること。 

2 推進員は、市が行う環境保全推進員会議に出席し、情報を提供し、要望及び意見を述べるとともに、

地域住民に対して市の事業計画についての情報提供及び生活環境保全のための指導等を行う。 

(委嘱及び任期) 

第 3条 推進員は、各行政区長の推薦により、市長が委嘱する。 

2 推進員の任期は、2年とする。 

3 補欠の推進員の任期は、前任者の残任期間とする。 

(活動報告) 

第 4 条 推進員は、活動の状況その他環境保全の向上に関することについて、定期的に市長に報告する

ものとする。 

(証票の交付) 

第 5条 推進員に対し、証票として、推進員証を交付する。 

(活動謝金) 

第 6条 第 3条の規定により委嘱された推進員に対し、予算の範囲内で活動謝金を支給する。 

[第 3条] 

(活動に関する事務) 

第 7条 推進員に関する庶務は、環境課が行う。 

(委任) 

第 8条 この規則に定めるもののほか、推進員設置に必要な事項は、市長が別に定める。 

 

附 則 

この規則は、令和 2年 4月 1日から施行する。 

 

附 則(令和 4年 4月 1日規則第 11号の 2) 

この規則は、公布の日から施行する。  
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（５）那珂川市自然環境観察員制度実施要領 

（平成 27 年 9 月 30 日訓令第 8 号） 

改正 

平成 29年 12月 20日訓令第 11号 

平成 30年 6月 27日訓令第 6号

 

(趣旨) 

第 1 条 この要領は、本市の恵まれた自然環境の変化並びにそれに伴う動植物の生息・生育状況及び

自然景観について調査する自然環境観察員制度（以下「観察員制度」という。）の実施に関し、必要な

事項を定めるものとする。 

(事業) 

第 2 条 観察員制度において実施する事業は、次に掲げるものとする。 

(1) 動植物の分布や生態についての調査及び報告に関すること。 

(2) 自然環境及び自然景観等の変化についての調査及び報告に関すること。 

(3) 前２号の調査により得られた情報の発信に関すること。 

(観察員の設置) 

第 3 条 観察員制度を実施するため、自然環境観察員（以下「観察員」という。）を置く。 

2 観察員は、18 歳以上の者とし、公募による登録制とする。 

3 観察員の登録期間は、2 年間とする。ただし、継続を妨げない。 

4 観察員として登録できる人数は、30 人以内とする。 

(観察員の活動) 

第 4 条 観察員は、次に掲げる活動を行う。 

(1) 観察員の活動計画の決定及び調査後の報告事項に関する定例会議の実施 

(2) 活動計画に基づいた観察及び現地調査 

(3) 観察及び現地調査に基づいた実施報告書の作成及び事務局への報告 

(観察員のリーダー等) 

第 5 条 観察員の中にリーダー及びサブ・リーダー（以下「リーダー等」という。）を置き、観察員の

互選によってこれを定める。 

2 リーダー等は、前条の活動を統括する。 

(観察員の謝礼等) 

第 6 条 観察員には謝礼等の支払いは行わない。ただし、活動に必要な資材等と認めた場合は、市長

はその資材等を提供するものとする。 

(情報の発信) 

第 7 条 観察員の調査等により得られた情報は、市広報紙及び市ホームページを通じて広く市民へ発

信することとする。 

(庶務) 

第 8 条 観察員制度の庶務は、環境課において処理する。 

(委任) 

第 9 条 この要領に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。 

 

附 則 

この要領は、公布の日から施行する。 
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附 則(平成 29 年 12 月 20日訓令第 11 号) 

この要領は、公布の日から施行する。 

 

附 則(平成 30 年 6 月 27日訓令第 6 号)抄 

(施行期日) 

1 この要領は、平成 30 年 10 月 1 日から施行する。 
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５ 用語集 

●あ行 

温室効果ガス  

大気中の二酸化炭素（CO2）などのガスは太

陽からの熱を地球に封じ込め、地表を暖める

働きがあります。これらのガスを温室効果ガ

スといい、「地球温暖化対策の推進に関する法

律」では、二酸化炭素（CO2）、メタン（CH4）、

一酸化二窒素（N2O）、ハイドロフルオロカー

ボン類（HFCs）、パーフルオロカーボン類

（PFCs）、六ふっ化硫黄（SF6）、三ふっ化窒

素（NF3）の 7種類としています。 

 

●か行 

カーシェアリング  

登録を行った会員の間で車を共有して使用

するサービスのことであり、自動車保有台数

の減少や燃費の良い自動車をシェアすること

により、環境負荷の低減につながることが期

待されます。 

カーボンニュートラル  

温室効果ガスの排出量と吸収量が同量であ

り、実質的に温室効果ガス排出量がゼロにな

っていることをいいます。 

緩和策  

温室効果ガスの排出削減と吸収源の対策に

より、地球温暖化の進行を食い止めることで

あり、例として、省エネや再生可能エネルギー

などの普及による脱炭素化などが挙げられま

す。 

気候変動適応計画  

「気候変動適応法」第 7 条に基づき、気候

変動適応に関する施策の総合的かつ計画的な

推進を図るため、国が策定する計画です。気候

変動適応に関する施策の基本的方向や気候変

動等に関する科学的知見の充実及びその活用

に関する事項、気候変動等に関する情報の収

集、整理、分析及び提供を行う体制の確保に関

する事項などについて定めています。 

気候変動適応法  

地球温暖化による気候変動に起因して、生

活、社会、経済及び自然環境における気候変動

影響が生じていること並びにこれが長期にわ

たり拡大するおそれがあることから、気候変

動適応に関する計画を策定し、気候変動影響

及び気候変動適応に関する情報の提供やその

他必要な措置を講ずることで、国民の健康で

文化的な生活の確保に寄与することを目的と

する法律です。 

気候変動に関する政府間パネル  

国連環境計画と世界気象機関により設立さ

れた組織です。世界の政策決定者に対し、正確

でバランスの取れた科学的知見を提供し、「気

候変動枠組条約」の活動を支援しています。地

球温暖化について網羅的に評価した評価報告

書を発表するとともに、適宜、特別報告書や技

術報告書、方法論報告書を発表しています。 

クーリングシェルター(指定暑熱避難施設) 

「気候変動適応法」第 21条に基づき、熱中

症による健康被害を防止するため、市町村長

が定める施設です。熱中症特別警戒情報が発

表されたときには、住民等に周知します。 

光化学オキシダント  

大気中の窒素酸化物や炭化水素などが、太

陽の紫外線を吸収し、光化学反応を起こして

生成される酸化性物質の総称をいいます。光

化学オキシダントが原因で発生する光化学ス

モッグは、日差しの強い夏季に多く発生し、目

の粘膜への刺激や呼吸への影響といった健康

被害や、農作物への影響が懸念されています。 

国連持続可能な開発サミット  

平成 27（2015）年にニューヨーク国連本部

において開催された国連持続可能な開発サミ

ットのことであり、161の加盟国首脳の参加の

もと、その成果文書として、「我々の世界を変
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革する：持続可能な開発のための 2030アジェ

ンダ」が採択されました。 

 

●さ行 

再生可能エネルギー  

太陽光や太陽熱、中小水力、風力、バイオマ

ス、地熱等、資源が枯渇せず繰り返し使え、発

電時や熱利用時に地球温暖化の原因となる温

室効果ガスを排出しないエネルギーのことで

す。 

次世代自動車  

電気自動車・燃料電池自動車・ハイブリッド

車・プラグインハイブリッド車・天然ガス自動

車・クリーンディーゼル車を指します。環境を

考慮し、地球温暖化の防止を目的としている

ため、二酸化炭素の排出を抑えた設計になっ

ています。 

持続可能な開発のための 2030アジェンダ  

平成 27（2015）年 9月 25日に、ニューヨー

ク・国連本部で開催された国連サミットで採

択された平成 28（2016）年から令和 12（2030）

年までの「持続可能な開発目標（SDGs）」を中

核とする国際社会共通の目標です。 

持続可能な開発目標（ S D G s
エスディージーズ

）  

国連サミットで採択された「持続可能な開

発のための 2030アジェンダ」に記載された国

際目標であり、開発途上国の開発に関する課

題にとどまらず、世界全体の経済、社会及び環

境の三側面を、不可分のものとして調和させ

る統合的取組として作成されました。持続可

能な世界を実現するための 17の目標・169の

ターゲットから構成され、地球上の誰一人と

して取り残さない（leave no one behind）こ

とを誓っています。 

循環型社会  

天然資源の消費量を抑制し、環境への負荷

をできる限り低減される社会のことであり、

「循環型社会形成推進基本法」で定義されて

います。 

食品ロス  

食べ残しや買いすぎにより、食べることが

できるのに捨てられてしまう食品のことです。 

食品ロスの削減の推進に関する法律  

食品ロスの削減に関して、国や地方公共団

体等の責務等を明らかにするとともに、基本

方針の策定、その他食品ロスの削減に関する

施策の基本となる事項を定めること等により、

食品ロスの削減を総合的に推進することを目

的とした法律です。 

3 R
スリーアール

+
プラス

Renewable
リ ニ ュ ー ア ブ ル

  

国の「プラスチック資源循環戦略」における

基本原則であり、ワンウェイの容器包装・製品

を始め、回避可能なプラスチックの使用を合

理化し、無駄に使われる資源を徹底的に減ら

すこと、プラスチック製容器包装・製品の原料

を再生材や再生可能資源に適切に切り替える

こと、できる限り長期間、プラスチック製品を

使用すること、使用後は、効果的・効率的なリ

サイクルシステムを通じて、持続可能な形で、

徹底的に分別回収し、循環利用を図ること、プ

ラスチックごみの流出による海洋汚染が生じ

ないことを目指すことなどがあります。 

生態系  

ある空間に生きている生物と、生物を取り

巻く非生物的な環境が相互に関係しあって、

生命の循環をつくりだしているシステムのこ

とです。ある空間とは、地球という巨大な空間

や、森林、草原、湿原、湖、河川などのひとま

とまりの空間を表し、例えば、森林生態系では、

森林に生活する植物、昆虫、脊椎動物、土壌動

物などのあらゆる生物と、水、空気、土壌など

の非生物が相互に作用し、生命の循環をつく

りだすシステムが保たれています。 

生物学的酸素要求量（ B O D
ビーオーディー

）  

河川水などの汚濁の程度を示す指標で、水

の中に含まれる有機物が微生物によって二酸

化炭素や水に分解されるときに消費される酸
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素の量です。単位は mg/Lで表示され、数値が

大きいほど汚濁の程度が高いことがわかりま

す。 

生物多様性  

生きものたちの豊かな個性とつながりのこ

とであり、命一つひとつが個性を有しており、

全て直接的、間接的に支えあって生きていま

す。 

 

●た行 

第五次環境基本計画  

「環境基本法」に基づき、政府全体の環境保

全施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、

総合的かつ長期的な施策の大綱などを定める

計画であり、平成 30（2018）年に「第五次環

境基本計画」が閣議決定されています。「第五

次環境基本計画」では、持続可能な開発目標

（SDGs）の考え方を活用し、環境・経済・社会

の統合的向上を具現化するための 6 つの重点

戦略を進めることにより、持続可能な社会を

実現することとしています。 

第四次循環型社会形成推進基本計画  

「循環型社会形成推進基本法」に基づき、循

環型社会の形成に関する施策の総合的かつ計

画的な推進を図るための基本的な計画であり、

平成 30（2018）年に「第四次循環型社会形成

推進基本計画」が閣議決定されています。「第

四次循環型社会形成推進基本計画」では、持続

可能な社会の実現を見据え、循環型社会に至

る中長期的な方向性を各主体が共有した上で、

相互に連携・協働しながら自らの役割を果た

していくことが必要不可欠となることから、7

つの方向性を示し、国が実施すべき取組など

について記載しています。 

脱炭素社会  

化石燃料への依存を低下させ、再生可能エ

ネルギーの導入やエネルギー利用の効率化等

を図ることにより、温室効果ガス排出量を実

質ゼロとする社会のことです。 

地域気候変動適応計画  

都道府県及び市町村が、その区域における

自然的経済的社会的状況に応じた気候変動適

応に関する施策の推進を図るための計画であ

り、「気候変動適応法」において策定するよう

に努めることとされています。 

地域循環共生圏  

各地域が美しい自然景観等の地域資源を最

大限活用しながら自立・分散型の社会を形成

しつつ、地域の特性に応じて資源を補完し支

え合うことにより、地域の活力が最大限に発

揮されることを目指す考え方です。 

地球温暖化対策計画  

「地球温暖化対策の推進に関する法律」に

基づき、地球温暖化対策の総合的かつ計画的

な推進を図るための計画です。令和 3（2021）

年に閣議決定された「地球温暖化対策計画」で

は、「2030年度において、温室効果ガスを 2013

年度から 46％削減することを目指す。さらに、

50％の高みに向け、挑戦を続けていく」ことを

目標として掲げています。 

地球温暖化対策の推進に関する法律  

「国連気候変動枠組条約第 3回締約国会議」

における「京都議定書」の採択を受け、日本の

地球温暖化対策の第一歩として、国、地方公共

団体、事業者、国民が一体となって地球温暖化

対策に取り組むための枠組を定めた法律です。

令和 3（2021）年の改正により、「パリ協定」

に定める目標を踏まえ、令和 32（2050）年ま

での脱炭素社会の実現、環境・経済・社会の統

合的向上、国民を始めとした関係者の密接な

連携等を、地球温暖化対策を推進する上での

基本理念として規定されました。 

蓄電池  

二次電池とも呼ばれ、繰り返し充電して使

用できる電池のことであり、近年は再生可能

エネルギー設備と併用し、発電した電力を溜

める家庭用蓄電池等が普及しています。 
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適応策  

既に現れている、あるいは、中長期的に避け

られない地球温暖化の影響に対して、自然や

人間社会の在り方を調整し、被害を最小限に

食い止めるための取組です。 

デコ活 

環境省が進める「脱炭素につながる新しい

豊かな暮らしを創る国民運動」のことで、二酸

化 炭 素 （ CO2 ） を 減 ら す 「 脱 炭 素

（Decarbonization）」と、環境に良い「エコ

（Eco）」と活動・生活を組み合わせた造語の

ことです。 

「【デ】電気も省エネ 断熱住宅（電気代を

おさえる断熱省エネ住宅に住む）」「【コ】こ

だわる楽しさ エコグッズ（LED・省エネ家電な

どを選ぶ）」「【カ】感謝の心 食べ残しゼロ

（食品の食べ切り、食材の使い切り）」「【ツ】

つながるオフィス テレワーク（どこでもつな

がれば、そこが仕事場に）」など行動変容、ラ

イフスタイル変革を強力に後押しする運動を

展開しています。 

 

●は行 

パリ協定  

令和 2（2020）年以降の気候変動問題に関す

る国際的な枠組であり、平成 9（1997）年に定

められた「京都議定書」の後継に当たります。

「京都議定書」と異なる点として、途上国を含

むすべての参加国に、排出削減の努力を求め

ています。 

プラスチックに係る資源循環の促進等に関

する法律  

国内外におけるプラスチック使用製品の廃

棄物をめぐる環境の変化に対応して、プラス

チックに係る資源循環の促進等を図るため、

プラスチック使用製品の使用の合理化、プラ

スチック使用製品の廃棄物の市町村による再

商品化並びに事業者による自主回収及び再資

源化を促進するための制度の創設等の措置を

講ずることにより、生活環境の保全及び国民

経済の健全な発展に寄与することを目的とし

た法律です。 

HEMS
ヘ ム ス

  

「Home Energy Management System」の略称

であり、家庭におけるエネルギー管理システ

ムのことを指します。エネルギー消費を可視

化し、家庭の省エネ化に役立つシステムです。 

BEMS
ベ ム ス

  

「Building Energy Management System」の

略称であり、ビルエネルギー管理システムの

ことです。設備の運転状況やエネルギー消費

を可視化し、ビルの省エネ化や運用面の効率

化に役立ちます。 

 

●ら行 

リサイクル  

廃棄物等を原材料やエネルギー源として有

効利用することで、その実現を可能とする製

品設計、使用済製品の回収、リサイクル技術・

装置の開発なども取組の 1つです。 
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